
Ｃ.Ｗ．ニコル　プロフィール

五国の魅力を磨く

兵庫の未来を創る

　　　　　英国ウェールズ生まれ。１７才でカナダへ渡り、その後、カナダ水産調査局
　　　　　北極生物研究所の技官として、海洋哺乳類の調査研究にあたる
1967年より2年間、エチオピア帝国政府野生動物保護省の猟区主任管理官に就任
　　　　　シミエン山岳国立公園を創設し公園長を務める
1972年よりカナダ水産調査局淡水研究所の主任技官、また環境保護局の環境問題緊急
　　　　　対策官として、石油、化学薬品の流出事故などの処理にあたる
1980年　　長野県黒姫に居を定める
1986年　　自ら荒れた森を購入し、生態系の復活を試みる作業を開始する
1995年　　日本国籍を取得
2002年　　財団法人C・W・ニコル・アファンの森財団を設立
2005年　　英国エリザベス女王陛下より名誉大英勲章を賜る
2011年より東日本大震災の被災地である宮城県東松島市で復興支援事業「森の学校」に携わる
2011年　　「アファンの森」が日本ユネスコ協会連盟の「プロジェクト未来遺産」に登録
2012年　　再生可能エネルギーの促進に寄与したことにより、「第１回ソーラーアワード」受賞
2015年　　長野県から観光の推進に寄与したことにより「第２回信州おもてなし大賞」受賞
2016年　　(社)国土緑化推進機構より「第26回みどりの文化賞」受賞
2016年　　天皇、皇后両陛下がアファンの森をご視察

西播開業獣医師会

たつの市総合文化会館場　所

無料（ただし、入場整理券が必要、西播開業獣医師会所属の動物病院にて配布。）

午後12:30受付　13時開始

当日は、必ず入場整理券をお持ち下さい。

入場費

１０/１４日

肩　書　作家・ナチュラリスト　◆生年月日　1940年7月17日生
略　歴

西播開業獣医師会 主催

西播開業獣医師会 主催

　広く変化に富み多様な自然を兵庫県は持っているが、経済発展と後継者不足などの社会的背景により森林保護・

活用には様々な問題が見られる。

　里山などの再生活動を基本に、森を保全管理することで「森の再生」を目指し、“経済的な”森の再生だけでなく、

多様性溢れる森による

子供たちの未来の心、人の心を育む活動が大切であると考える。

　今回、そのような活動を実践されている CW ニコル氏にお話しをして頂きます。
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◆委員、等　国際松濤館空手道連盟顧問・(財)屋久島環境文化財団特別顧問
　　　　　　長野県森林大使・林野庁木材ポイント大使
　　　　　　エチオピア・シミエン山岳国立公園(世界自然遺産)親善大使
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